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第１章　目　　的

（１） 必要性 

　当地区のため池については、洪水・地震時等の自然災害の発生を未然に防止し、施設機能の回復等を行うことにより、農業生産の維持及び農業経営の安定化を図る。

（２） 緊急性 

第２章　 地域及び地積 

　１．地　域

和歌山県海南市多田字池ノ上南原　海南市小野田字駒ヶ谷　地内

　２．地　積

　 現況地目

市町村名

海南市 377 ha 104 ha 1,760 ha 3,923 ha 3,973 ha 10,137 ha

（受益地） (5.93ha) (0.06ha) (5.99ha)

計 377 ha 104 ha 1,760 ha 3,923 ha 3,973 ha 10,137 ha

第３章　現　　況

　１． 一般気象 

観測期間：2014年～2023年

平　均　気　温

平均(mm)

基準年

平　均

基準年

根 雪 期 間

無 霜 期 間

最 多 風 向 南南西

5月1日～10月31日 11月1日～12月16日 、 3月7日～4月30日

最大風速 39.7m/s

139.0 日 202.0 日 2014年

2014年

降 水 日 数
89.1 日 101.7 日 190.8 日

63.0 日

降　水　量
1043.9 mm 464.1 mm 1507.9 mm

887.5 mm 522.0 mm 1409.5 mm

24.1 °C 10.6 °C 17.3 °C

観測所名：和歌山地方気象台 かんがい期　５月～１０月 非かんがい期　１１月～４月 計 備　　　　　考

過去10年平均

計 備　　考

　現在の駒ヶ谷池は堤体断面が築堤時から5%以上の面積率で変形しており、余裕高についても、堤頂と設計洪水位との標高差が不足している。また、取水施設は地震発生後に
おける緊急放流ができない状態である。洪水吐についても、水路断面が狭小で洪水量の排除能力が不足している状態であり、近年頻繁に発生している集中豪雨や、今後起こり
うる大規模地震等により万一ため池が決壊した場合、下流域の住居、農業用施設、農地等の甚大なる被害が懸念される。よって取水施設兼、緊急放流施設を改修して地震発生
直後等の堤体を保全する。洪水吐は、設計洪水量以下の流水を安全に流下させ、貯水位の異常な上昇を防止する。

田 畑 樹園地 山　林 その他
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２．特殊気象

～

～

～

３．海　　象該当なし

実　測　値

４．地　　形

100.0% 100%100%

5.93 ha 0.06 ha 25 m 21 m

百 分 率 100.0%

0.06 ha面　　積 5.93 ha

受益地標高

傾斜区分
1/1000
以下

1/1000～
1/100

1/100～1/20
1/20～
1/11.5

20°
以上

計 最高 最低1/11.5以上 計 3°以下

地　目 田 畑・その他

3°～　8° 8°～　15° 15°～　20°

備　　考
観測期間
　　　年 ～　　　年

観測所名:
既往最高潮位

さく望平均
満潮位

上下弦平均
満潮位

平均潮位
上下弦平均

干潮位
さく望平均

干潮位
既住最低潮位

305.5平成30年7月6日 平成1年9月3日平成12年9月11日 334.5
(1889年1月 2023年5月)

375.0
最大24時間雨量

407.7 昭和31年9月26日 394.6 昭和27年7月11日

平成29年10月22日
最大日雨量

353.5 平成12年9月11日

65.5

265.0 平成30年7月6日

昭和58年7月5日
(1833年1月 2023年5月)

89.5
最大時間雨量

122.5 平成21年11月11日 99.0 昭和27年7月10日 平成30年7月6日

296.1 昭和31年9月25日

観測期間 数量 年月日
発生
確率

発生
確率

数量
発生
確率

観測所名：和歌山観測所 第１位 第２位 第３位

68.0 昭和29年6月29日

259.5

数量 年月日

第４位 第５位

発生
確率

数量 年月日
発生
確率

(1879年7月 2023年5月)
270.0

年月日数量 年月日

昭和40年9月14日
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５．地　　　質

　調査地は、海南市役所より北北東約2.3kmの海南市多田地内に位置する。

調査地の基盤岩は三波川変性岩類の野上ユニットに属し岩相は泥質変岩を優勢とし砂質片岩、塩基性片岩、苦鉄質片岩、石英片岩からなる。また小褶曲が顕著に発達する。

　調査地の土質は、粘性土主体の堤体盛土が構築されており、堤体盛土下部は半固結状を呈す更新世堆積物の粘性土および礫質土である。なお、調査深度内において基盤

岩は未確認であった。

　調査地周辺は多数のため池が存在し、谷底低地部は田畑として多く利用されている。また調査地点東側の丘陵地は「つつじが丘団地」が整備され住宅地として利用され

る。

　また、調査地周辺の住宅背後斜面は急傾斜地崩壊の警戒区域に指定されている。

６．土地利用の状況
土地利用別

用材林 薪炭林

面　積

0.06ha 5.99ha

７．土地所有の状況

所有別

区分

面積

関係戸数

筆　　数

権利関係

5.99ha

16 戸 16 戸

計 備　　　考個　人 国　有　地 県　有　地 市　有　地

5.99ha

水　田
普通畑 果樹園

耕　　　　地

5.93ha 0.00ha

茶　園桑　園
１毛作田 ２毛作田以上

その他の
樹園地

備  考計

山　林
牧草

放牧地
荒　地 その他
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８．用水状況

（１）用水系統

（２）用水慣行

本ため池を管理する駒ヶ谷池水利組合により、駒ヶ谷池の受益地に用水の配水を行っている。

（３）用水施設

（イ）取水方法一覧表

項目

施設名

箇所 ha 箇所 ha 箇所 ha 箇所 箇所 m3/s m3/s

井　　　堰

自然取入口

貯　水　池 1 5.99

楊　水　池

ポ　ン　プ

そ　の　他

　　計 0 0.0 0 0.0 1 5.99

（ロ）改修を要する施設一覧表

項目

施設名 全体 関係分 事業名 経過年数

貯 水 池 堤高 4.7 m

堤長 52.2 m

堤幅 2.2 m

幅

φ100

不明

0.55 m洪水吐 5.99 ha 5.99 ha 0.36ｍ3/s
水路流入式

コンクリート
水路

取水
施設

5.99 ha 5.99 ha 0.03ｍ3/s
樋

底樋
和　田　川不明

水路断面不足
余裕高不足

和　田　川不明

不明

不明 不明
駒ヶ谷池水利

組合

不明 老朽化
駒ヶ谷池水利

組合

備     考

不明 不明
堤体の浸食
堤体断面の

不足

改修を必要
とする理由

河川名

駒ヶ谷池水利
組合

不明

管 理 者
当該施設の築造

和　田　川

5.99 1

規　模
新設または
更新年月日

施設名
受益面積

水　量 構　造

堤体 5.99 ha 5.99 ha 11,000 m3
ｱｰｽﾀﾞﾑ
均一型

備       考
500ha以上 500～100ha　　 100ha未満

ha 箇所 ha

5.99 1

本地区は、ため池に全用水を依存しており、受益地全域にかんがいしている。

かんがい面積
計 水  利  権 慣行水利権 延取水量
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９．被害の状況および被害状況

（１）ため池等施設決壊の場合の被害状況

（２）原因究明

（３）受益地域図

別紙参照

（４）被害想定地域図

別紙参照

　本ため池は堤体断面が経年変化により浸食されている。また、洪水吐の水路断面が狭小で洪水量の流可能力が確保できず余裕高も不足している。

20,230 72,923 71,750 169,924 92.4 3.7 6.1 5,021

想
定
被
害

被 害 面 積（ha) 被  害  額  （千円）

計 人命（人）
備  考

水　田 農　　地 農業用施設 公共施設 家屋その他畑 その他 計 作　　物
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第４章　 一般計画　　 

１．　要　　旨

　　　　　　　　 補強整備事項 

　　　　 　　１. 堤体工 　 均一型及び制波張ブロック積の計画 Ｌ　＝ 52.2 m

　　　　 　　２. 底樋工 　 Ｌ　＝ 16.5 m

　　　　 　　３. 斜樋工 　 取水施設を斜樋に計画 Ｌ　＝ 8.6 m

　　　　 　　４.洪水吐工　 越流堰式（鉄筋コンクリート構造） Ｌ　＝ 17.8 m

　本ため池は受益地にとって、古くから重要な農業用水源池となっている。
　しかし、現在の駒ヶ谷池は堤体断面が築堤時から5%以上の面積率で変形しており、余裕高についても、堤頂と設計洪水位との標高差が不足してい
る。また、取水施設は地震発生時における緊急放流ができない状態である。洪水吐についても、水路断面が狭小で洪水量の排除能力が不足している状
態であり、近年頻繁に発生している集中豪雨や、今後起こりうる大規模地震等により万一ため池が決壊した場合、下流域の住居、農業用施設、農地等
の甚大なる被害が懸念される。よって取水施設兼、緊急放流施設を改修して地震発生直後等の堤体を保全する。洪水吐は、設計洪水量以下の流水を安
全に流下させ、貯水位の異常な上昇を防止する。

老朽化した樋管を改修しプレキャスト底樋管にする
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２．事業別面積

田 輪換耕地 普通畑 果樹園 その他 計

ため池改修 5.93 0.06 5.99

計 5.93 0.06 5.99

３．用水計画

（１）計画基準年

現況と同じ

（２）かんがい方式

現況と同じ

（３）計画用水系統

現況と同じ

（４）用水量

現況と同じ

事　業　名 農　村　地　域　防　災　減　災　事　業　　　　　　　　　　単位：ha
備　　　　　　　　考

土地利用区分

事
業
目
的
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（５）用水対策

（イ）井堰および自然取入

河川名
（河川指定） 代かき 普通最大 長さ

km2 m3/s m3/s

　　

（ロ）貯水池

項目

貯水池名 直接 間接

km2 km2

0.088

（ハ）用水路

代かき 普通

ha m3/s m3/s

４．排水計画

現況と同じ

形　式

千m3 回

駒ヶ谷池

施設名 水源名
かんがい

面積
末端支配
面    積

5.99 10.8 10.8 0.03

所要水量

延    長
新設・改修
既存の区分

既存施設
の設置年

既存施設の
通水能力

ha m3/s

利用回数 最大取水量 備　　　　　考

備　　　　　考

ha

千m3

流域面積 かんがい
面積

有効貯水量 利用貯水量

ha m3/s

備　　考
水源渇水量 新設・改修

既存の区分
施設名 集水面積

かんがい
面積

取水量

渇水量 比流量 形式

m3/s

堰上げ高さ

既存施設
の設置年

既存施設の
取水能力

規模・構造
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第５章　　主要工事計画

　１．老朽ため池

　　（１）総 括 表

位　　置

有効貯水量
総貯水量

現　況 均一型 4.7 ｍ 52.2 ｍ 2.2 ｍ 2,900 m3 13,750 m3 11,000 m3 29.34 m 27.53 m 15,250 ㎡ 80%

計　画 均一型 5.0 ｍ 52.2 ｍ 3.0 ｍ 3,500 m3 13,500 m3 10,800 m3 29.34 m 27.50 m 15,000 ㎡ 80%

項　目

上　流 1:0.4

下　流 1:1.8

上　流 1:1.8

下　流 1:1.8

項　目 形  式 洪水吐能力 越流水深 越流幅 敷標高 ゲート 計画雨量 流出率 計画洪水量

mm/hr m3/sec

114.60 0.80 3.47

mm/hr m3/sec

114.60 0.80 3.47

名　称

項　目 形式 径 長さ 形式 径 長さ

現　況 斜樋 φ100 不明 不明 不明 不明 0.03 礫混り粘土 8.80

計　画 斜樋 φ300 8.6 ｍ PC管 φ800 16.5 ｍ 0.03 礫混り粘土 8.80

　　（２）堤体補強計画

　　法面保護施設

制波張ブロック積と天端幅を3.0ｍに、斜面勾配を1：1.8割に改修。

均一型工法にて堤体補強

仮排水工
流域面積
（ha）

基礎処理

法面勾配 法面保護工 備                  考

0.36 ｍ3

26.90 ｍ m

0.60 ｍ

地   質

m水路流入型

取水量
（m3/s）

0.55 ｍ 27.53 ｍ

植生工

3.59 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ水路

現　況
土羽及び石積み

土羽

張ブロック

計 画 越流堰 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ水路 0.65 ｍ 3.20 ｍ

取
水
施
設

斜樋又は樋 底　　樋

洪
水
吐

構       造

現　況

名　　称 駒
こま

 ヶ 谷
たに

 池
いけ 和歌山県海南市多田字池ノ上南原　海南市小野田字駒ヶ谷　地内

堤
　
　
　
　
体

項　目 形　　式 堤　　高 堤　　長 天 端 幅 堤 体 積 満水面積

計 画

総貯水量 有効貯水量 堤頂標高 満水面標高
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（３）洪水吐改修計画

　（イ）計画基準雨量

観測機関名 　和歌山地方気象台

計画基準雨量 114.6 mm/hr (200年確率：(和歌山)

計画根拠 　200年確率時間雨量の1.2倍　　

　（ロ）計画洪水量

　Q = 1/3.6・fp・r・A

流　出　率
  f = 緩い山地　0.75　池　1.00

計画洪水量  Q=1/3.6×114.6×0.80×0.088×1.2+0.11　　＝3.47m3/s

　

　（ハ）形式の決定

越流堰式コンクリート水路

計
　
画
　
洪
　
水
　
量

計　算　式

　fp ピーク流出係数(0.80)　ｒ 200確率降雨強度1.2倍(114.6mm) 　Ａ 流域面積(0.088k㎡)　

計
　
画
　
降
　
雨

集
水
面
積

直　　　接 合　　　　　　　計8.8　ha

間　　　接 導水路　有 8.8　ha
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（４）取水施設改修計画

　　　斜樋φ300にて改修し、底樋はプレキャスト底樋管φ800で改修する。

（５）管理施設改修計画

　　
　　　該当なし

（６）その他関連事項

　　　該当なし
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第６章　　附帯工事計画

　　　　　該当なし

第７章　　工事の着手及び完了の予定時期

　１．工事の着手及び完了の予定

着手 令和　7　年度

完了 令和　10　年度

　２．工　程　表

年度年度 令和 年度 令和令和 年度 令和10 年度

実施設計

仮 設 工

洪水吐工

年度 令和 9 年度 令和年度令和 7 令和 8

堤体工

底 樋 工

斜 樋 工
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第９章　　換地計画の概要

　　　　　該当なし

第１０章　　事業費の総額及び内訳

　１．事業費の総額

千円

千円

千円

千円

千円合    計 184,938

用地補償費 1,293

工事雑費 8,807

備                         考

工 事 費 154,826

測量試験費 20,012

項　　目 事  業  費
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２．事 業 費 内 訳

L=52.2 m 25,344 千円

W=3.2m , L=17.8m 18,298 千円

φ300、L＝8.6m
φ800×16.5m 30,685 千円

1 式 80,499 千円

154,826 千円

1 式 20,012 千円

1 式 1,293 千円

21,305 千円

176,131 千円

8,807 千円

184,938 千円

小　　　計

測量試験費

補　償　費

工事雑費

仮　設　工

合　　　計

小　　計

計

80,499 千円/式

取 水 施 設 工
（緊急放流孔） 30,685 千円/式

堤　体　工 486 千円/m

単位当り費用 備　　　　考

洪 水 吐 工 18,298 千円/式

項　　目 事　業　量 金　　　額
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第１１章　　効　　　　用

１．総　　括 経　済　効　果　測　定　表

千円 千円

千円 千円 千円

千円

２．減産防止額

災害市町村 地 目 純益率

ha %

３．維持管理費節減額

維持管理費節減額の総括（第7表）参照

第１２章　　関連する事業

該当なし

円/kgKg

計

該当無し

Kg/ha %

年　 度 災 害 名 作 物 名 被害面積 減 収 率 減収額（円）減 収 量 単   価地域の平均単収

65,465

災害防止効果（公共資産）

総 費 用 148,179 災害防止効果（一般資産）減産防止額

総 費 用 便 益 比 1.04 災害防止効果（農業部門） 89,574

総 便 益 額 154,341 △ 698維持管理費節減額
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農村地域防災減災事業　(防災重点農業用ため池緊急整備事業)　駒ヶ谷池　地　区

　 所 在 地 和 歌 山 県 海 南 市

和歌山県

大阪府

和
歌
山
市

岩出市

海南市

紀の川市

紀美野町

有田川町
有田市

湯

浅

町

由良町
広川町

日高川町
日高町

美浜町 御
坊
市

印南町 みなべ町

上

受益面積 6.0 ha

集水面積 8.8 ha

被害面積 6.1 ha

凡　　　　　例



縦断面図
Ｓ＝１：１０００

計画平面図

B.
P

0.
0

29
.3

4

▽29.34

FWL=▽27.50

HWL=▽28.15

FWL=▽27.50
HWL=▽28.15

NO
.2

40
.0

29
.0

0

E.
P

52
.2

29
.3

4

１
：

２
５

０

１５．０

２５．０

１：１０００

洪水位

満水位

堤頂標高

地盤高

追加距離

測　　点

２０．０

NO
.1

20
.0

29
.1

8

▽29.34
Co

倉庫
倉庫

量

V

HPφ
600

灯 C

Co

Co
E

VPφ
200

Co

Co

Co

ET

Co

As

As

As

Co

Co

駒ヶ谷池

Co

ET

HPφ
300

重
圧
管
φ
30
0

3
0

管
径

不
明

B
.
P

N
O
.
1

N
O
.
2

E
.
P

▽29.34



U300B

Co
倉庫

倉庫

量

V

HPφ
600

灯 C

Co

Co
E

VPφ
200

Co

Co

Co

ET

Co

As

As

As

Co

Co

Co

ET

HPφ
300

重
圧
管
φ
30
0

3
0

管
径

不
明

B.
P

NO
.1

NO
.2

E.
P

S=1:500計画平面図

▽29.34

U360B

U300B

300×
300

バイコン管φ300

路側ブロック積

L型側溝1型・2型

L=
2
0.

0m

土羽工

土羽工

土羽工

土羽工

法面仕上

堤体工 転落防護柵

L=52.2m

張ブロック

天端コンクリート

張りブロック基礎

舗装撤去・復旧

自
由
勾
配
側
溝

舗装コンクリート

集水桝1号

集水桝2号

バイコン管φ300

階段ブロック

張りブロック基礎

階段ブロック

張りブロック基礎

取
水

施
設

工

L=
21

.0
m

洪
水

吐
工

Ｌ型側溝

腰積ブロック積



S=1:250堤体標準断面図

DL=15.000

土留ブロック

S=1:100

H=1100
転落防護柵

1:1.8
HWL=28.15

FWL=27.50現況FWL=27.53

▽29.34

1:1
.8

泥堆積

3000

400

天端コンクリート

S=1:40

30
0

20
0

10
0

100
300

600

張ブロック基礎

S=1:50

300

50
0

▽28.85

▽25.93

1500

1：
0.4

150
4000

仮土留め堰堤工

仮設道路

1：
0.3

2394 377

30
0

15
0

1：
0.4

1：
0.3

30
0

22
30

25
30

（
平

均
長

）

450

Md

Dc

Dg

B

 Dep=10.50m

 GH=29.13m

 BV-1

5

4

5

50403020100

 N値

33

13

9

8

11

20

6

9.00

6.30

4.70

0.00

10.50

22
30

50
0

L型側溝
S=1:100

500 150

50
0

15
0

590

65
0

49
80



DL=15.000

HWL=28.15
FWL=27.50現況FWL=27.53

泥堆積
▽24.36

φ300

▽25.78

30
0

30
0

20
00

14
00

4000
仮土留め堰堤工

仮設道路

1:1.51:
1.
5

2559 900

3459

2826 1500

22002559

2059

エプロン

2400

17
20

14
20

階段ブロック

φ800

S=1：100底樋管φ800
（プレキャスト底樋管）

16
0

24
0

20

10
0

80
0

12
00

250 800 250

100 1300 100

1500

Ｓ＝１：２５０取水施設一般図

1:1.8

▽29.34

3000

1:1
.8

0.600%

1600

8611

7011

12
00

6144 1600

12070

パイピング防止フィルター

土砂吐

49
80

有孔管
φ100

吸い出し防止材
不織布系ｔ=2cm

パイピング防止フィルター

1：
1.0 1：

1.
0

500 1500 500

50
0

13
20

18
20

580
止水壁（既製品）

プレキャスト底樋管φ800
11@1500=16500

6139

底樋管工　L=16012

1：
0.4

1：
0.3

L型側溝2型

L型側溝2型
S=1:100

200600

20
0

10
00

12
00

720



Ｓ＝１：２５０

HWL=28.15
FWL=27.50

▽29.34

流入部・調整部 移行部 放水路部 静水池部

A B C

DL=15.000

1：
1.8

洪水吐工

洪水吐一般図その１

止水壁

泥堆積

3000

200 2600 200

3000

25
0

10
00

25
0

15
00

流入部・調整部

洪水吐工 17812

静水池部放水路部移行部

▽27.20▽26.90

▽24.24

止水壁

3136 16
50

50
0

21
5011
50

50
0

16
50

20
0

25
0

15
0

1500

床版1

床版2

平均長

床版1

床版2

D

25
0

32
00

25
0

37
00

22
5929

9
8

24
40

4400

(3040)

4395 2000 3117 5300

17812

500 4168 500

5168

115115 250

480

580

300

4395 3000 2000 3117 5300

15
0

28
10

29
6
0

E

3200

取合せ水路

取合せ水路

3200



A-A

B-B

1：
1.0

1：
1.0

1：
1.
0

抱土１

抱土２

シート張り

抱土１

抱土２

仮設排水管φ700

旧樋管（推定）

24
40

50
0

29
40

10
0

250 3200 250

3700

494 3200 494

100 4188 100

1：
1.
0

550 1880 550

100 2980 100

29
98

50
0

34
98

10
0

底樋管φ800

（既製品）

底樋管φ800

（既製品）

2501880250

2380

抱土２

抱土１

※旧樋管の撤去含む（推定）

旧樋管（推定）

仮設排水管φ700

抱土１

S=1:250洪水吐一般図その２

250 250

C-C

D-D

1：
1.0

シート張り

抱土２

抱土１

シート張り

22
59

50
0

27
59

10
0

1000

1500

476 1000 476

100 1952 100

抱土２
1：

1.
0

抱土１

旧樋管（推定）

1：
1.0 1：

1.
0

※仮設排水撤去後掘削

抱土１

旧樋管（推定）

仮設排水管φ700

仮設排水管φ700

シート張り

抱土２

抱土２

抱土１

2501000250

1500

28
10

50
0

15
0

33
10

10
0

476 1000 476

100 1952 100

底樋管φ800

（既製品）



S=1:250洪水吐一般図その３

E-E

1：
0.4

1：
0.3

取合せ水路

200 1000 200

100 1400 100

200 1000 200

1400

15
00

20
0

17
00

10
0

80
0



市道（工事車両通行）

B=4.00m（平均幅員）

KK 1357-8

K00交206

E

3
0

B.
P

法面仕上

200

（
62

0）

60
0～

64
0

1：
0.
3

擁壁去・復旧 S=1:50

仮設排水管φ700

1452-1

1452-2

1454

1455

6673.8275305m 2

1456-2

1458-2

1458-4

1458-6

1459-1

1459-3

1459-4

1459-5

K0013

K00K00176-1

H=28.916
KBM.1

Co
倉庫

倉庫

量

V

HPφ
600

灯 C

Co

Co

VPφ
200

Co

Co

Co

ET

Co

As

As

As

Co

Co

駒ヶ谷池 Co

ET

HPφ
300

重
圧
管
φ
30
0

管
径

不
明 ボーリング位置

GH=29.14

NO
.1

NO
.2

E.
P

1458-1

市道-1

858m2

S=1:500仮設道路計画平面図

地盤改良

4000

仮土留め堰堤工

仮設道路

工事用仮設道路・仮堰堤工 L=41.2m

工
事
用
仮
設
道
路

（
11
40
）

平
均

長 1：
1.51：

1.5

500 3000 500

・
仮

堰
堤

工
L
=
2
0
.
2
m

法面仕上

擁
壁
去

・
復

旧

土取り場

(高密度ポリエチレン管・内面平滑）


